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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
互いに対向する前後胴周り域およびそれら胴周り域の間に位置する股下域を画成する不透
液性ベースシートと、前記ベースシートの内側に取り付けられて前記前後胴周り域間に延
びる液吸収パネルとから構成され、前記ベースシートが、前記前後胴周り域に幅方向へ延
びる胴周り端部および縦方向へ延びる胴周り側部と、前記股下域に脚周り方向へ延びる脚
周り側部とを有し、前記胴周り端部に沿って幅方向へ収縮可能な胴周り第１弾性部材と、
前記第１弾性部材の縦方向下方に配置されて幅方向へ収縮可能な複数条の胴周り第２弾性
部材と、前記脚周り側部に沿って脚周り方向へ収縮可能な複数条の脚周り弾性部材とを備
え、前記第２弾性部材が、前記前後胴周り域のうちの少なくとも一方から前記股下域に向
かって縦方向へ所与寸法離間して並び、前記胴周り側部が連結されて胴周り開口と一対の
脚周り開口とが形成されたパンツ型の使い捨て着用物品において、
前記第２弾性部材が、前記胴周り側部および前記脚周り側部の側縁近傍に固着された固定
部と、前記固定部の間に位置して前記パネルを幅方向へ横切るとともに前記ベースシート
および前記パネルに非固着の自由部とを有し、前記第２弾性部材の自由部と前記脚周り弾
性部材とが、前記脚周り側部と前記股下域寄りに位置する前記胴周り側部とのうちの少な
くとも該脚周り側部で立体的に交差しつつ、それら弾性部材の交差部位で互いに非固着で
あることを特徴とする前記着用物品。
【請求項２】
前記股下域に延びる前記第２弾性部材の固定部が、前記脚周り弾性部材よりも前記脚周り
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側部の側縁寄りに位置している請求項１記載の着用物品。
【請求項３】
前記胴周り域に延びる前記第２弾性部材の収縮時における幅寸法が、前記パネルの両側部
間の幅寸法と略同一、または、前記パネルの両側部間の幅寸法よりもわずかに長い請求項
１または請求項２に記載の着用物品。
【請求項４】
前記ベースシートが、前記パネルの側に位置する第１シートと、前記第１シートの外側に
位置する第２シートとから形成され、前記第１および第２弾性部材と前記脚周り弾性部材
とが、前記第１シートと前記第２シートとの間に介在している請求項１ないし請求項３い
ずれかに記載の着用物品。
【請求項５】
前記ベースシートが、前記第１シートと前記第２シートとの間に介在する第３シートを有
し、前記第２弾性部材が、前記第１および第３シートの間と前記第２および第３シートの
間とのいずれかに介在し、前記脚周り弾性部材が、前記第２弾性部材が介在するシート間
とは別のシート間に介在し、前記第２弾性部材と前記脚周り弾性部材とが、前記第３シー
トを挟んで互いに離隔している請求項４記載の着用物品。
【請求項６】
前記第２弾性部材を挟むシートどうしを固着する多数の固着部が、該第２弾性部材の自由
部の間に位置して縦方向へ所与寸法離間して並ぶとともに前記パネルの両側部近傍に形成
されている請求項４または請求項５に記載の着用物品。
【請求項７】
前記パネルが、肌当接側に位置する透液性上層シートと、肌非当接側に位置する不透液性
下層シートと、前記上下層シートの間に介在する吸液性コアとのうちの少なくとも前記上
層シートおよび前記コアから形成されている請求項１ないし請求項６いずれかに記載の着
用物品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、排泄物を吸収、保持するパンツ型の使い捨て着用物品に関する。
【０００２】
【従来の技術】
肌当接側に位置する透液性表面シートと、肌非当接側に位置する不透液性裏面シートと、
表裏面シートの間に介在する吸液性コアとから構成され、互いに対向する前胴周り域およ
び後胴周り域と、それら胴周り域の間に位置する股下域とを備え、複数条の胴周り第１弾
性部材および胴周り第２弾性部材と複数条の脚周り弾性部材とが収縮可能に取り付けられ
、胴周り開口とその下方に一対の脚周り開口とを有するパンツ型の使い捨て着用物品があ
る（特許文献１参照）。
【０００３】
特許文献１に開示の物品は、前後胴周り域に幅方向へ延びる胴周り端部および縦方向へ延
びる胴周り側部と、股下域に脚周り方向へ延びる脚周り側部とを有する。この物品では、
胴周り側部が合掌状に重なり合い、胴周り側部の側縁近傍が縦方向へ間欠的に並ぶ多数の
熱融着線を介して固着されている。
【０００４】
胴周り第１弾性部材は、縦方向へ所与寸法離間して並び、胴周り端部に沿って幅方向へ延
びている。胴周り第２弾性部材は、第１弾性部材の下方に配置されて縦方向へ所与寸法離
間して並び、前後胴周り域を幅方向へ延びている。脚周り弾性部材は、幅方向へ所与寸法
離間して並び、脚周り側部に沿って脚周り方向へ延びている。第１弾性部材と脚周り弾性
部材とは、表裏面シートの間に介在し、ホットメルト型接着剤を介してそれらシートに固
着されている。第２弾性部材の胴周り側部に延びる部分は、表裏面シートの間に介在し、
ホットメルト型接着剤を介してそれらシートに固着されている。第２弾性部材のコアを幅
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方向へ横切る部分は、裏面シートとコアとの間に介在し、ホットメルト型接着剤を介して
それらに固着されている。股下域寄りに位置する胴周り側部では、第２弾性部材と脚周り
弾性部材とが立体的に交差している。特許文献１には、物品を着用したときに、第１弾性
部材のみならず、第２弾性部材が着用者の胴部を締め付けるので、物品のずれ下がりを有
効に防止することができるという効果が記載されている。
【０００５】
【特許文献１】
特開平９－３８１３４号公報
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
前記特許文献１に開示の物品では、胴周り第２弾性部材と脚周り弾性部材との交差部位に
おいてそれら弾性部材どうしが互いに固着されていると、脚周り弾性部材の収縮力によっ
て第２弾性部材が脚周り方向へ引っ張られ、第２弾性部材の幅方向への収縮が脚周り弾性
部材によって妨げられたり、第２弾性部材の収縮力によって脚周り弾性部材が幅方向へ引
っ張られ、脚周り弾性部材の脚周り方向への収縮が第２弾性部材によって妨げられる場合
がある。それら弾性部材の一方の収縮力によって他方の弾性部材の収縮が妨げられると、
胴周り第２弾性部材が着用者の胴部を十分に締め付けることができなかったり、脚周り弾
性部材が着用者の脚部を十分に締め付けることができず、物品が着用者の胴部からずれ下
がる原因や排泄物が脚周り側部から漏れ出す原因になる。また、この物品では、第２弾性
部材のコアを横切る部分がコアに固着されているので、第２弾性部材の幅方向内方への収
縮力がコアに直接作用し、コアに不規則な多数の皺が形成され、コアの液吸収機能が低下
する場合がある。
【０００７】
本発明の目的は、胴周り第２弾性部材と脚周り弾性部材との一方の収縮力が他方の弾性部
材の収縮を妨げることがなく、着用者の胴部からのずれ下がりや脚周り側部からの排泄物
の漏れを防ぐことができるパンツ型の使い捨て着用物品を提供することにある。本発明の
他の目的は、胴周り第２弾性部材の収縮力をコアに作用し難くすることで、コアに不規則
な多数の皺が形成されることを防ぎ、コアの液吸収機能の低下を防ぐことができるパンツ
型の使い捨て着用物品を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
前記課題を解決するための本発明の前提は、互いに対向する前後胴周り域およびそれら胴
周り域の間に位置する股下域を画成する不透液性ベースシートと、前記ベースシートの内
側に取り付けられて前記前後胴周り域間に延びる液吸収パネルとから構成され、前記ベー
スシートが、前記前後胴周り域に幅方向へ延びる胴周り端部および縦方向へ延びる胴周り
側部と、前記股下域に脚周り方向へ延びる脚周り側部とを有し、前記胴周り端部に沿って
幅方向へ収縮可能な胴周り第１弾性部材と、前記第１弾性部材の縦方向下方に配置されて
幅方向へ収縮可能な複数条の胴周り第２弾性部材と、前記脚周り側部に沿って脚周り方向
へ収縮可能な複数条の脚周り弾性部材とを備え、前記第２弾性部材が、前記前後胴周り域
のうちの少なくとも一方から前記股下域に向かって縦方向へ所与寸法離間して並び、前記
胴周り側部が連結されて胴周り開口と一対の脚周り開口とが形成されたパンツ型の使い捨
て着用物品である。
【０００９】
前記前提における本発明の特徴は、前記第２弾性部材が、前記胴周り側部および前記脚周
り側部の側縁近傍に固着された固定部と、前記固定部の間に位置して前記パネルを幅方向
へ横切るとともに前記ベースシートおよび前記パネルに非固着の自由部とを有し、前記第
２弾性部材の自由部と前記脚周り弾性部材とが、前記脚周り側部と前記股下域寄りに位置
する前記胴周り側部とのうちの少なくとも該脚周り側部で立体的に交差しつつ、それら弾
性部材の交差部位で互いに非固着であることにある。
【００１０】
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本発明は、以下の実施態様を有する。
（１）前記股下域に延びる前記第２弾性部材の固定部が、前記脚周り弾性部材よりも前記
脚周り側部の側縁寄りに位置している。
（２）前記胴周り域に延びる前記第２弾性部材の収縮時における幅寸法が、前記パネルの
両側部間の幅寸法と略同一、または、前記パネルの両側部間の幅寸法よりもわずかに長い
。
（３）前記ベースシートが、前記パネルの側に位置する第１シートと、前記第１シートの
外側に位置する第２シートとから形成され、前記第１および第２弾性部材と前記脚周り弾
性部材とが、前記第１シートと前記第２シートとの間に介在している。
（４）前記ベースシートが、前記第１シートと前記第２シートとの間に介在する第３シー
トを有し、前記第２弾性部材が、前記第１および第３シートの間と前記第２および第３シ
ートの間とのいずれかに介在し、前記脚周り弾性部材が、前記第２弾性部材が介在するシ
ート間とは別のシート間に介在し、前記第２弾性部材と前記脚周り弾性部材とが、前記第
３シートを挟んで互いに離隔している。
（５）前記第２弾性部材を挟むシートどうしを固着する多数の固着部が、該第２弾性部材
の自由部の間に位置して縦方向へ所与寸法離間して並ぶとともに前記パネルの両側部近傍
に形成されている。
（６）前記パネルが、肌当接側に位置する透液性上層シートと、肌非当接側に位置する不
透液性下層シートと、前記上下層シートの間に介在する吸液性コアとのうちの少なくとも
前記上層シートおよび前記コアから形成されている。
【００１１】
【発明の実施の形態】
添付の図面を参照し、本発明に係るパンツ型の使い捨て着用物品の詳細を説明すると、以
下のとおりである。
【００１２】
図１，２は、一例として示す着用物品１Ａの斜視図と、胴周り側部１０を連結する以前の
状態で示す図１の物品１Ａの部分破断展開平面図とであり、図３は、胴周り側部１０と脚
周り側部１１の一部とを拡大して示す図である。図１，２では、幅方向を矢印Ｌ、縦方向
を矢印Ｍで示し、脚周り方向を矢印Ｎ（図１のみ）で示す。図２は、物品１Ａを幅方向と
縦方向とへ伸長させた状態にある。なお、後記する各シート１４，１５，２７，２８の内
面とは、コア２９に対向する面をいい、各シート１４，１５，２７，２８の外面とは、コ
ア２９に非対向の面をいう。
【００１３】
物品１Ａは、不透液性ベースシート２と、ベースシート２の内側に取り付けられた液吸収
パネル３と、各弾性部材１８，１９，２３，３０とから構成されている。物品１Ａは、パ
ンツ型を呈し、胴周り開口４とその下方に一対の脚周り開口５とを有する。
【００１４】
ベースシート２は、互いに対向する前胴周り域６および後胴周り域８と、それら胴周り域
６，８の間に位置する股下域７とを画成している。ベースシート２は、パネル３の両端部
３ａの外側に位置して前後胴周り域６，８を幅方向へ延びる一対の胴周り端部９と、パネ
ル３の両側部３ｂの外側に位置して前後胴周り域６，８を縦方向へ延びる一対の胴周り側
部１０と、パネル３の両側部３ｂの外側に位置して股下域７を脚周り方向へ延びる一対の
脚周り側部１１とを有する。脚周り側部１１は、物品１Ａの幅方向内方へ向かって弧を画
いている。ベースシート２は、図２に示すように、その展開平面形状が実質的に砂時計型
を呈する。ベースシート２では、胴周り側部１０が合掌状に重なり合い、胴周り側部１０
の側縁１２近傍が縦方向へ間欠的に並ぶ多数の熱融着線１３を介して固着されている。
【００１５】
ベースシート２は、パネル３の側に位置する第１シート１４と、第１シート１４の外側に
位置する第２シート１５とから形成されている。第１シート１４には、通気不透液性プラ
スチックフィルムが使用され、第２シート１５には、疎水性繊維不織布が使用されている
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。第２シート１５の内面には、熊のイラスト１６を印刷した一対のプラスチックフィルム
１７が取り付けられている。フィルム１７は、前胴周り域６の幅方向中央と後胴周り域８
の幅方向中央とに配置されている。
【００１６】
胴周り端部９には、縦方向へ所与寸法離間して並ぶとともに幅方向へ延びる複数条の胴周
り第１弾性部材１８が配置されている。第１弾性部材１８は、幅方向へ所定の倍率に伸長
させた状態でベースシート２に取り付けられており、胴周り端部９に沿って幅方向へ収縮
可能である。
【００１７】
第１弾性部材１８の下方には、幅方向へ延びる複数条の胴周り第２弾性部材１９が配置さ
れている。第２弾性部材１９は、前後胴周り域６，８から股下域７に向かって縦方向へ所
与寸法離間して並んでいる。第２弾性部材１９は、幅方向へ所定の倍率に伸長させた状態
でベースシート２の前後胴周り域６，８とそれら胴周り域６，８寄りに位置する股下域７
の一部とに取り付けられており、幅方向へ収縮可能である。第２弾性部材１９は、胴周り
側部１０の側縁１２近傍および脚周り側部１１の側縁２０近傍に固着された固定部２１と
、固定部２１の間に位置してパネル３を幅方向へ横切るとともにベースシート２およびパ
ネル３に非固着の自由部２２とを有する。前後胴周り域６，８に延びる第２弾性部材１９
は、その収縮時における幅寸法が前後胴周り域６，８に位置するパネル３の両側部３ｂ間
の幅寸法と略同一、または、パネル３の両側部３ｂ間の幅寸法よりもわずかに長い。
【００１８】
脚周り側部１１には、幅方向へ所与寸法離間して並ぶとともに脚周り方向へ延びる複数条
の脚周り弾性部材２３が配置されている。脚周り弾性部材２３は、脚周り方向へ所定の倍
率に伸長させた状態でベースシート２に取り付けられており、脚周り側部１１に沿って脚
周り方向へ収縮可能である。脚周り弾性部材２３は、前胴周り域６から股下域７に向かっ
て縦方向へ略Ｕ字を画く脚周り第１弾性部材２３と後胴周り域８から股下域７に向かって
縦方向へ略Ｕ字を画く脚周り第２弾性部材２３とから形成されている。それら弾性部材２
３は、脚周り側部１１に沿って延びる両側部２４と、両側部２４の間に位置して股下域７
を幅方向へ横切る中央部２５とを有する。
【００１９】
脚周り側部１１と股下域７寄りに位置する胴周り側部１０とでは、胴周り第２弾性部材１
９の自由部２２と脚周り弾性部材２３とが立体的に交差している。第２弾性部材１９と脚
周り弾性部材２３との公差部位２６（図３参照）では、それら弾性部材１９，２３が固着
されておらず、弾性部材１９，２３どうしが遊離している。股下域７に延びる第２弾性部
材１９の固定部２１は、脚周り弾性部材２３よりも脚周り側部１１の側縁２０寄りに位置
している。
【００２０】
パネル３は、肌当接側に位置する透液性上層シート２７と、肌非当接側に位置する不透液
性下層シート２８と、上下層シート２７，２８の間に介在する吸液性コア２９とから形成
されている。パネル３は、その平面形状が略矩形を呈し、前後胴周り域６，８間に延びて
いる。パネル３では、その両端部３ａがコア２９の両端縁２９ａから縦方向外方へ延びる
上下層シート２７，２８から形成され、その両側部３ｂがコア２９の両側縁２９ｂから幅
方向外方へ延びる上下層シート２７，２８から形成されている。両端部３ａと両側部３ｂ
とでは、上下層シート２７，２８が互いに重なり合い、それらシート２７，２８の内面ど
うしが接着剤（図示せず）を介して固着されている。コア２９は、上下層シート２７，２
８の内面に接着剤（図示せず）を介して固着されている。
【００２１】
パネル３では、その両側部３ｂがコア２９の上面の側へ向かって幅方向内方へ折曲され、
前後胴周り域６，８において両側部３ｂが両端部３ａに接着剤（図示せず）を介して固着
されている。両側部３ｂには、縦方向へ延びる弾性部材３０が配置されている。弾性部材
３０は、縦方向へ所定の倍率に伸長させた状態で両側部３ｂに取り付けられており、縦方
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向へ収縮可能である。弾性部材３０は、上下層シート２７，２８の間に介在し、それらシ
ート２７，２８の内面に接着剤（図示せず）を介して固着されている。
【００２２】
図２の状態から図１のパンツ型に成形するには、パネル３を内側にして股下域７を折り曲
げ、前後胴周り域６，８の胴周り側部１０を重ね合わせた後、胴周り側部１０の側縁１２
近傍を多数の熱融着線１３（図１参照）で固着すればよい。
【００２３】
図４，５は、図２のＩＶ－ＩＶ線端面図と、図２のＶ－Ｖ線端面図とであり、図６は、図
２のＶＩ－ＶＩ線端面図である。
【００２４】
第１シート１４と第２シート１５とは、胴周り端部９と胴周り側部１０と脚周り側部１１
とにおいてそれらシート１４，１５の内外面が接着剤３１，３２，３３を介して断続的に
固着され、股下域７の縦方向中央においてそれらシート１４，１５の内外面が接着剤（図
示せず）を介して断続的に固着されている。パネル３は、それを形成する下層シート２８
の外面が第１シート１４の内面に接着剤（図示せず）を介して連続的または断続的に固着
されている。
【００２５】
第１弾性部材１８は、第１シート１４と第２シート１５との間に介在し、それらシート１
４，１５の内外面に接着剤３１を介して固着されている。第２弾性部材１９は、第１シー
ト１４と第２シート１５との間に介在し、その固定部２１がそれらシート１４，１５の内
外面に接着剤３２を介して固着されている。第２弾性部材１９の自由部２２は、第１およ
び第２シート１４，１５に固着されておらず、それらシート１４，１５から遊離している
。脚周り第１弾性部材２３と脚周り第２弾性部材２３とは、第１シート１４と第２シート
１５との間に介在し、それらシート１４，１５の内外面に接着剤３３を介して固着されて
いる。
【００２６】
物品１Ａは、第２弾性部材１９と脚周り弾性部材２３との交差部位２６においてそれら弾
性部材１９，２３どうしが互いに非固着であり、脚周り弾性部材２３の収縮力によって第
２弾性部材１９が脚周り方向へ引っ張られることはなく、第２弾性部材１９の幅方向への
収縮が脚周り弾性部材２３によって妨げられることはない。また、第２弾性部材１９の収
縮力によって脚周り弾性部材２３が幅方向へ引っ張られることはなく、脚周り弾性部材２
３の脚周り方向への収縮が第２弾性部材１９によって妨げられることはない。
【００２７】
物品１Ａは、脚周り側部１１において脚周り弾性部材２３と弾性部材３０とが実質的に環
状を形成するので、それら弾性部材２３，３０によって着用者の脚部全周を締め付けるこ
とができる。物品１Ａは、第２弾性部材１９と脚周り弾性部材２３とのうちの一方の収縮
力が他方の弾性部材１９，２３の収縮を妨げることはないので、物品１Ａを着用したとき
に、第２弾性部材１９によって着用者の胴部を十分に締め付けることができるとともに、
脚周り弾性部材２３によって着用者の脚部を十分に締め付けることができ、物品１Ａが着
用者の胴部から不用意にずれ下がることや排泄物が脚周り側部１１から漏れてしまうこと
はない。
【００２８】
物品１Ａは、第２弾性部材１９の自由部２２が第１および第２シート１４，１５（ベース
シート２）およびパネル３に非固着であり、弾性部材１９が幅方向内方へ収縮したとして
も、その収縮力がコア２９に作用し難く、第２弾性部材１９の収縮力によってコア２９に
不規則な多数の皺が形成されることはなく、コア２９の液吸収機能の低下を防ぐことがで
きる。また、第２弾性部材１９の自由部２２が延びる第２シート１５の部位に縮緬状の多
数の皺が形成されることはなく、シート１５の触感や美観が向上することはもちろん、熊
のイラスト１６が歪むことがないので、イラスト１６を明確に認識することができる。
【００２９】
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物品１Ａは、前後胴周り域６，８に延びる第２弾性部材１９の収縮時における幅寸法が前
後胴周り域６，８に位置するパネル３の両側部３ｂ間の幅寸法と略同一、または、パネル
３の両側部３ｂ間の幅寸法よりもわずかに長いので、第２弾性部材１９が収縮したとして
も、第２弾性部材１９の幅寸法がパネル３のそれよりも小さくなることはなく、収縮した
第２弾性部材１９がコア２９を幅方向内方へ縮めることがないので、コア２９に皺が形成
されることを確実に防ぐことができる。
【００３０】
　物品１Ａは、股下域７に延びる第２弾性部材１９の固定部２１が脚周り弾性部材２３よ
りも脚周り側部１１の側縁２０寄りに位置しているので、股下域７に延びる第２弾性部材
１９の略全長の収縮力を利用してパネル３を着用者の股間部に押し当てることができ、股
下域７に位置するパネル３に排泄物を確実に吸収させることができる。
【００３１】
物品１Ａでは、それがパネル３を内側にして縦方向へ湾曲すると、弾性部材３０が縦方向
内方へ収縮してパネル３の両側部３ｂがコア２９の上方へ起立する。物品１Ａは、起立し
たパネル３の両側部３ｂが排泄物に対する障壁を形成するので、脚周り側部１１からの排
泄物の横漏れを防ぐことができる。
【００３２】
図７，８は、他の一例として示す着用物品１Ｂの斜視図と、胴周り側部１０を連結する以
前の状態で示す図７の物品１Ｂの部分破断展開平面図とであり、図９は、胴周り側部１０
と脚周り側部１１の一部とを拡大して示す図である。図７，８では、幅方向を矢印Ｌ、縦
方向を矢印Ｍで示し、脚周り方向を矢印Ｎ（図７のみ）で示す。図８は、物品１Ｂを幅方
向と縦方向とへ伸長させた状態にある。なお、シート３４の内面とは、コア２９に対向す
る面をいい、シート３４の外面とは、コア２９に非対向の面をいう。
【００３３】
物品１Ｂは、不透液性ベースシート２と、ベースシート２の内側に取り付けられた液吸収
パネル３と、各弾性部材１８，１９，２３，３０とから構成されている。物品１Ｂは、パ
ンツ型を呈し、胴周り開口４とその下方に一対の脚周り開口５とを有する。
【００３４】
ベースシート２は、互いに対向する前後胴周り域６，８と、それら胴周り域６，８の間に
位置する股下域７とを画成している。ベースシート２は、パネル３の両端部３ａの外側に
位置して前後胴周り域６，８を幅方向へ延びる胴周り端部９と、パネル３の両側部３ｂの
外側に位置して前後胴周り域６，８を縦方向へ延びる胴周り側部１０と、パネル３の両側
部３ｂの外側に位置して股下域７を脚周り方向へ延びる脚周り側部１１とを有する。脚周
り側部１１は、物品１Ｂの幅方向内方へ向かって弧を画いている。ベースシート２では、
胴周り側部１０が合掌状に重なり合い、胴周り側部１０の側縁１２近傍が縦方向へ間欠的
に並ぶ多数の熱融着線１３を介して固着されている。
【００３５】
ベースシート２は、パネル３の側に位置する第１シート１４と、第１シート１４の外側に
位置する第２シート１５と、第１および第２シート１４，１５の間に介在する第３シート
３４とから形成されている。第１および第２シート１４，１５には、疎水性繊維不織布が
使用され、第３シート３４には、通気不透液性プラスチックフィルムが使用されている。
第２シート１５の内面には、熊のイラスト１６を印刷したプラスチックフィルム１７が取
り付けられている。フィルム１７は、前胴周り域６の幅方向中央と後胴周り域８の幅方向
中央とに配置されている。
【００３６】
胴周り端部９には、縦方向へ所与寸法離間して並ぶとともに幅方向へ延びる複数条の胴周
り第１弾性部材１８が配置されている。第１弾性部材１８は、幅方向へ所定の倍率に伸長
させた状態でベースシート２に取り付けられており、胴周り端部９に沿って幅方向へ収縮
可能である。
【００３７】
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第１弾性部材１８の下方には、幅方向へ延びる複数条の胴周り第２弾性部材１９が配置さ
れている。第２弾性部材１９は、前後胴周り域６，８から股下域７に向かって縦方向へ所
与寸法離間して並んでいる。第２弾性部材１９は、幅方向へ所定の倍率に伸長させた状態
でベースシート２の前後胴周り域６，８とそれら胴周り域６，８寄りに位置する股下域７
の一部とに取り付けられており、幅方向へ収縮可能である。第２弾性部材１９は、胴周り
側部１０の側縁１２近傍および脚周り側部１１の側縁２０近傍に固着された固定部２１と
、固定部２１の間に位置してパネル３を幅方向へ横切るとともにベースシート２およびパ
ネル３に非固着の自由部２２とを有する。前後胴周り域６，８に延びる第２弾性部材１９
は、その収縮時における幅寸法が前後胴周り域６，８に位置するパネル３の両側部３ｂ間
の幅寸法と略同一、または、パネル３の両側部３ｂ間の幅寸法よりもわずかに長い。
【００３８】
脚周り側部１１には、幅方向へ所与寸法離間して並ぶとともに脚周り方向へ延びる複数条
の脚周り弾性部材２３が配置されている。脚周り弾性部材２３は、脚周り方向へ所定の倍
率に伸長させた状態でベースシート２に取り付けられており、脚周り側部１１に沿って脚
周り方向へ収縮可能である。脚周り弾性部材２３は、脚周り第１弾性部材２３と脚周り第
２弾性部材２３とから形成されている。それら弾性部材２３は、前後胴周り域６，８から
股下域７に向かって縦方向へ略Ｕ字を画き、脚周り側部１１に沿って延びる両側部２４と
、両側部２４の間に位置して股下域７を幅方向へ横切る中央部２５とを有する。
【００３９】
脚周り側部１１と股下域７寄りに位置する胴周り側部１０とでは、胴周り第２弾性部材１
９の自由部２２と脚周り弾性部材２３とが立体的に交差している。第２弾性部材１９と脚
周り弾性部材２３との交差部位２６（図９参照）では、それら弾性部材１９，２３が固着
されておらず、弾性部材１９，２３どうしが遊離している。股下域７に延びる第２弾性部
材１９の固定部２１は、脚周り弾性部材２３よりも脚周り側部１１の側縁２０寄りに位置
している。
【００４０】
パネル３は、肌当接側に位置する透液性上層シート２７と、上層シート２７と第１シート
１４との間に介在する吸液性コア２９とから形成されている。パネル３は、その平面形状
が略矩形を呈し、前後胴周り域６，８間に延びている。パネル３では、その両端部３ａが
コア２９の両端縁２９ａから縦方向外方へ延びる上層シート２７から形成され、その両側
部３ｂがコア２９の両側縁２９ｂから幅方向外方へ延びる上層シート２７から形成されて
いる。パネル３の両側部３ｂには、縦方向へ延びる弾性部材３０が配置されている。弾性
部材３０は、縦方向へ所定の倍率に伸長させた状態で両側部３ｂに取り付けられており、
縦方向へ収縮可能である。弾性部材３０は、上層シート２７の一部に被覆された状態でシ
ート２７に接着剤（図示せず）を介して固着されている。
【００４１】
図１０，１１は、図８のＸ－Ｘ線端面図と、図８のＸＩ－ＸＩ線端面図とであり、図１２
，１３は、図８のＸＩＩ－ＸＩＩ線端面図と、図８のＸＩＩＩ－ＸＩＩＩ線端面図とであ
る。
【００４２】
第１シート１４と第３シート３４とは、胴周り端部９と胴周り側部１０と脚周り側部１１
とにおいてそれらシート１４，３４の内外面が接着剤３１，３２，３３を介して断続的に
固着され、股下域７の縦方向中央においてそれらシート１４，３４の内外面が接着剤（図
示せず）を介して断続的に固着されている。
【００４３】
第２シート１５と第３シート３４とは、胴周り端部９と胴周り側部１０と脚周り側部１１
とにおいてそれらシート１５，３４の内外面が接着剤３１，３２，３３を介して断続的に
固着され、股下域７の縦方向中央においてそれらシート１５，３４の内外面が接着剤（図
示せず）を介して断続的に固着されている。第２シート１５と第３シート３４とは、第２
弾性部材１９の自由部２２の間に位置して縦方向へ所与寸法離間して並ぶ多数の固着部３
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５を介して固着されている。固着部３５は、それらシート１５，３４どうしを熱融着した
もので、パネル３の両側部３ｂの外側近傍に形成されている。
【００４４】
パネル３は、その両端部３ａと両側部３ｂとにおいて上層シート２７の内面が第１シート
１４の内面に接着剤（図示せず）を介して固着され、コア２９の下面が第１シート１４の
内面に接着剤（図示せず）を介して固着されている。コア２９の上面は、上層シート２７
の内面に接着剤（図示せず）を介して固着されている。
【００４５】
第１弾性部材１８は、第２シート１５と第３シート３４との間に介在し、それらシート１
５，３４の内外面に接着剤３１を介して固着されている。第２弾性部材１９は、第１シー
ト１５と第３シート３４との間に介在し、その固定部２１がそれらシート１５，３４の内
外面に接着剤３２を介して固着されている。第２弾性部材１９の自由部２２は、第２およ
び第３シート１５，３４に固着されておらず、それらシート１５，３４から遊離している
。脚周り第１弾性部材２３と脚周り第２弾性部材２３とは、第１シート１４と第３シート
３４との間に介在し、それらシート１４，３４の内外面に接着剤３３を介して固着されて
いる。第２弾性部材１９と脚周り弾性部材２３とは、第３シート３４を挟んで互いに離隔
している。
【００４６】
物品１Ｂは、第２弾性部材１９と脚周り弾性部材２３との交差部位２６においてそれら弾
性部材１９，２３どうしが互いに非固着であり、脚周り弾性部材２３の収縮力によって第
２弾性部材１９が脚周り方向へ引っ張られることはなく、第２弾性部材１９の幅方向への
収縮が脚周り弾性部材２３によって妨げられることはない。また、第２弾性部材１９の収
縮力によって脚周り弾性部材２３が幅方向へ引っ張られることはなく、脚周り弾性部材２
３の脚周り方向への収縮が第２弾性部材１９によって妨げられることはない。
【００４７】
物品１Ｂは、脚周り側部１１において脚周り弾性部材１９と弾性部材３０とが実質的に環
状を形成するので、それら弾性部材１９，３０によって着用者の脚部全周を締め付けるこ
とができる。物品１Ｂは、第２弾性部材１９と脚周り弾性部材２３との一方の収縮力が他
方の弾性部材１９，２３の収縮を妨げることはないので、物品１Ｂを着用したときに、第
２弾性部材１９によって着用者の胴部を十分に締め付けることができるとともに、脚周り
弾性部材２３によって着用者の脚部を十分に締め付けることができ、物品１Ｂが着用者の
胴部から不用意にずれ下がることや排泄物が脚周り側部１１から漏れてしまうことはない
。
【００４８】
物品１Ｂでは、第２弾性部材１９と脚周り弾性部材２３とが第３シート３４を挟んで互い
に離隔し、第３シート３４が第２弾性部材１９に作用する脚周り弾性部材２３の収縮力を
抑制するとともに、第３シート３４が脚周り弾性部材２３に作用する第２弾性部材１９の
収縮力を抑制するので、それら弾性部材１９，２３のうちの一方の収縮力が他方の弾性部
材１９，２３の収縮を妨げることを確実に防ぐことができる。
【００４９】
物品１Ｂは、第２弾性部材１９の自由部２２が第２および第３シート１５，３４（ベース
シート２）およびパネル３に非固着であり、弾性部材１９が幅方向内方へ収縮したとして
も、その収縮力がコア２９に作用し難く、第２弾性部材１９の収縮力によってコア２９に
不規則な多数の皺が形成されることはなく、コア２９の液吸収機能の低下を防ぐことがで
きる。また、第２弾性部材１９の自由部２２が延びる第２シート１５の部位に縮緬状の多
数の皺が形成されることはなく、シート１５の触感や美観が向上することはもちろん、熊
のイラスト１６が歪むことがないので、イラスト１６を明確に認識することができる。
【００５０】
物品１Ｂは、前後胴周り域６，８に延びる第２弾性部材１９の収縮時における幅寸法が前
後胴周り域６，８に位置するパネル３の両側部３ｂ間の幅寸法と略同一、または、パネル
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３の両側部３ｂ間の幅寸法よりもわずかに長いので、第２弾性部材１９が収縮したとして
も、第２弾性部材１９の幅寸法がパネル３のそれよりも小さくなることはなく、収縮した
第２弾性部材１９がコア２９を幅方向内方へ縮めることがないので、コア２９に皺が形成
されることを確実に防ぐことができる。
【００５１】
物品１Ｂでは、第２弾性部材１９が介在する第２シート１５と第３シート３４とが固着部
３５を介して固着されているので、物品１Ｂの着用中に着用者の動作が第２弾性部材１９
に伝わったとしても、第２弾性部材１９の自由部２２の縦方向への動きが固着部３５によ
って阻止され、自由部２２が縦方向へずれ動くことはなく、縦方向へ離間して並ぶ自由部
２２が一箇所に集まることはない。
【００５２】
　物品１Ｂでは、股下域７に延びる第２弾性部材１９の固定部２１が脚周り弾性部材２３
よりも脚周り側部１１の側縁２０寄りに位置しているので、股下域７に延びる第２弾性部
材１９の略全長の収縮力を利用してパネル３を着用者の股間部に押し当てることができ、
股下域７に位置するパネル３に排泄物を確実に吸収させることができる。
【００５３】
物品１Ｂでは、図１４，１５に示すように、第１弾性部材１８と第２弾性部材１９とが第
１シート１４と第３シート３４との間に介在し、脚周り弾性部材２３が第２シート１５と
第２シート３４との間に介在していてもよい。ここで、図１４は、胴周り側部１０と脚周
り側部１１の一部とを拡大して示す図９と同様の図であり、図１５は、物品１Ｂの端面を
示す図１０と同様の図である。図１４，１５では、第１弾性部材１８がシート１４，３４
の内外面に接着剤３１を介して固着され、第２弾性部材１９の固定部２１がそれらシート
１４，３４の内外面に接着剤３２を介して固着されており、脚周り第１弾性部材２３と脚
周り第２弾性部材２３とがシート１５，３４の内外面に接着剤３３を介して固着されてい
る。第２弾性部材１９の自由部２２は、第１および第３シート１４，３４に固着されてお
らず、それらシート１４，３４から遊離している。第２弾性部材１９と脚周り弾性部材２
３とは、第３シート３４を挟んで互いに離隔している。
【００５４】
それら図示の物品１Ａ，１Ｂでは、胴周り第２弾性部材１９が前後胴周り域６，８のうち
のいずれか一方から股下域７に向かって縦方向へ所与寸法離間して並んでいてもよい。図
１の物品１Ａでは、図７の物品１Ｂと同様に、第１および第２シート１４，１５が第２弾
性部材１９の自由部２２の間に位置して縦方向へ所与寸法離間して並ぶ多数の固着部３５
を介して固着されていてもよい。
【００５５】
図７の物品１Ｂでは、第１および第２弾性部材１８，１９と脚周り弾性部材２３とが第１
シート１４と第３シート３４との間に介在していてもよく、第１および第２弾性部材１８
，１９と脚周り弾性部材２３とが第２シート１５と第３シート３４との間に介在していて
もよい。第２弾性部材１９が第１シート１４と第３シート３４との間に介在する場合は、
第１シート１４と第３シート３４とが第２弾性部材１９の自由部２２の間に位置して縦方
向へ所与寸法離間して並ぶ多数の固着部３５を介して固着される。なお、第１～第３シー
ト１４，１５，３４が固着部３５を介して固着されていてもよく、固着部３５がパネル３
の両側部３ｂ近傍のみならず、胴周り側部１０の略全域に形成されていてもよい。
【００５６】
上層シート２７には、親水性繊維不織布や多数の開孔を有する疎水性繊維不織布、微細な
多数の開孔を有するプラスチックフィルムのいずれかを使用することができる。下層シー
ト２８には、疎水性繊維不織布や通気不透液性プラスチックフィルムのいずれかを使用す
ることができる。第１～第３シート１４，１５，３４や下層シート２８には、疎水性繊維
不織布と通気不透液性プラスチックフィルムとをラミネートした複合シートを使用するこ
ともできる。また、第１～第３シート１４，１５，３４や下層シート２８には、高い耐水
性を有するメルトブローン法による繊維不織布の少なくとも片面に、高い強度と優れた柔
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軟性とを有するスパンボンド法による繊維不織布をラミネートした複合不織布を使用する
こともできる。
【００５７】
不織布としては、スパンレース、ニードルパンチ、メルトブローン、サーマルボンド、ス
パンボンド、ケミカルボンドの各製法により製造されたものを使用することができる。不
織布の構成繊維としては、ポリオレフィン系、ポリエステル系、ポリアミド系の各繊維、
ポリエチレン／ポリプロピレンやポリエチレン／ポリエステルからなる芯鞘型複合繊維ま
たは並列型複合繊維を使用することができる。
【００５８】
コア２９は、フラッフパルプと高吸収性ポリマー粒子との混合物、または、フラッフパル
プと高吸収性ポリマー粒子と熱可塑性合成樹脂繊維との混合物であり、所定の厚みに圧縮
されている。コア２９は、それの型崩れやポリマー粒子の脱落を防止するため、全体をテ
ィッシュペーパーや親水性繊維不織布等の透液性シートで包被することもできる。接着剤
３１，３２，３３には、ホットメルト型接着剤やアクリル系接着剤、ゴム系接着剤を使用
することができる。
【００５９】
シート１５，１４，２７，２８，３４どうしの固着やシート２７，２８に対するコア２９
の固着、シート１５，１４，２７，２８，３４に対する弾性部材１８，１９，２３，３０
の固着には、接着剤の他に、ヒートシールやソニックシール等の熱による溶着手段を利用
することもできる。
【００６０】
【発明の効果】
本発明にかかるパンツ型の使い捨て着用物品によれば、第２弾性部材と脚周り弾性部材と
の交差部位においてそれら弾性部材どうしが互いに非固着であり、第２弾性部材と脚周り
弾性部材との一方が他方の弾性部材の収縮を妨げることはないので、物品を着用したとき
に、第２弾性部材によって着用者の胴部を十分に締め付けることができるとともに、脚周
り弾性部材によって着用者の脚部を十分に締め付けることができ、物品が着用者の胴部か
ら不用意にずれ下がることや排泄物が脚周り側部から漏れてしまうことを防ぐことができ
る。この物品は、第２弾性部材の自由部がベースシートおよびパネルに非固着であり、弾
性部材が幅方向内方へ収縮したとしても、その収縮力がコアに作用し難く、第２弾性部材
の収縮力によってコアに不規則な多数の皺が形成されることはなく、コアの液吸収機能の
低下を防ぐことができる。
【００６１】
　股下域に延びる第２弾性部材の固定部が脚周り弾性部材よりも脚周り側部の側縁寄りに
位置している物品では、股下域に延びる第２弾性部材の幅寸法の略全長の収縮力を利用し
てパネルを着用者の股間部に押し当てることができ、股下域に位置するパネルに排泄物を
確実に吸収させることができる。
【００６２】
胴周り域に延びる第２弾性部材の収縮時における幅寸法がパネルの両側部間の幅寸法と略
同一、または、パネルの両側部間の幅寸法よりもわずかに長い物品は、第２弾性部材が収
縮したとしても、第２弾性部材の幅寸法がパネルのそれよりも小さくなることはなく、収
縮した第２弾性部材がコアを幅方向へ縮めることがないので、コアに不規則な多数の皺が
形成されることを確実に防ぐことができる。
【００６３】
第２弾性部材と前記脚周り弾性部材とがベースシートを形成する第３シートを挟んで互い
に離隔している物品では、第３シートが第２弾性部材に作用する脚周り弾性部材の収縮力
を抑制するとともに、第３シートが脚周り弾性部材に作用する第２弾性部材の収縮力を抑
制するので、それら弾性部材の一方の収縮力が他方の弾性部材の収縮を妨げることを確実
に防ぐことができる。
【００６４】
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第２弾性部材を挟むシートどうしを固着する多数の固着部が形成された物品では、その着
用中に着用者の動作が第２弾性部材に伝わったとしても、第２弾性部材の自由部の縦方向
への動きが固着部によって阻止され、自由部が縦方向へずれ動くことはなく、縦方向へ離
間して並ぶ自由部が一箇所に集まることはない。
【図面の簡単な説明】
【図１】一例として示す着用物品の斜視図。
【図２】胴周り側部を連結する以前の状態で示す図１の物品の部分破断展開平面図。
【図３】胴周り側部と脚周り側部の一部とを拡大して示す図。
【図４】図２のＩＶ－ＩＶ線端面図。
【図５】図２のＶ－Ｖ線端面図。
【図６】図２のＶＩ－ＶＩ線端面図。
【図７】他の一例として示す着用物品の斜視図。
【図８】胴周り側部を連結する以前の状態で示す図７の物品の部分破断展開平面図。
【図９】胴周り側部と脚周り側部の一部とを拡大して示す図。
【図１０】図８のＸ－Ｘ線端面図。
【図１１】図８のＸＩ－ＸＩ線端面図。
【図１２】図８のＸＩＩ－ＸＩＩ線端面図。
【図１３】図８のＸＩＩＩ－ＸＩＩＩ線端面図。
【図１４】胴周り側部と脚周り側部の一部とを拡大して示す図９と同様の図。
【図１５】物品の端面を示す図１０と同様の図。
【符号の説明】
１Ａ　　　　　パンツ型の使い捨て着用物品
１Ｂ　　　　　パンツ型の使い捨て着用物品
２　　　　　　不透液性ベースシート
３　　　　　　液吸収パネル
４　　　　　　胴周り開口
５　　　　　　脚周り開口
６　　　　　　前胴周り域
７　　　　　　股下域
８　　　　　　後胴周り域
９　　　　　　胴周り端部
１０　　　　　　胴周り側部
１１　　　　　　脚周り側部
１２　　　　　　側縁
１４　　　　　　第１シート
１５　　　　　　第２シート
１８　　　　　　胴周り第１弾性部材
１９　　　　　　胴周り第２弾性部材
２０　　　　　　側縁
２１　　　　　　固定部
２２　　　　　　自由部
２３　　　　　　脚周り弾性部材
２６　　　　　　交差部位
２７　　　　　　透液性上層シート
２８　　　　　　不透液性下層シート
２９　　　　　　吸液性コア
３４　　　　　　第３シート
３５　　　　　　固着部
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